
第
三
巻
　
研
究
　
京
都
南
蟹
寺
興
屡
考

く
恐
あ
る
も
、
而
か
も
粗
糠
人
心
の
情
儒
に
挙
る
》
所
あ

る
こ
ご
を
推
漸
し
得
だ
る
は
、
意
外
の
幸
な
り
き
O
異
口

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
開
静
　
（
三
六
〇
）

機
を
相
て
、
更
に
秦
邊
暴
動
中
に
色
々
せ
る
他
の
西
夷
史

料
を
研
究
せ
ば
，
再
び
正
に
同
好
の
士
に
就
か
ん
こ
す
。

　
　
　
　
　
　
岡

　
南
…
蟹
寺
ざ
い
ふ
稽
呼
は
一
般
に
吉
利
支
丹
寺
院
の
意
味

で
も
用
ゐ
ら
れ
て
を
る
が
、
主
こ
し
て
信
長
の
保
護
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ
秀
吉
の
禁
敷
の
結
果
破
墨
さ
れ
柁
京
都
の

吉
利
支
丹
大
寺
院
の
特
功
に
な
っ
て
み
る
。
い
つ
れ
に
せ

よ
徳
川
時
代
中
期
こ
の
か
π
の
早
稲
で
あ
っ
て
、
寛
永
以

前
に
は
見
か
け
ぬ
駈
で
あ
る
○
天
丈
二
十
「
年
大
内
氏
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
む
　
つ

ら
建
立
の
許
可
を
得
元
ご
あ
る
山
窃
の
大
逝
寺
、
永
腺
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　

年
祭
戸
に
創
建
さ
れ
た
天
門
寺
な
ざ
の
単
身
は
、
西
土
の

・
夏
に
も
載
っ
て
疑
は
れ
沁
が
、
本
郵
の
稗
更
野
乗
に
傳
は

　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

っ
て
み
る
永
緑
門
こ
か
大
成
寺
ご
か
い
ふ
名
は
、
三
聖
の

　
　
文
學
博
士
新
村
　
出

な
き
も
の
で
y
後
人
が
随
意
に
造
つ
だ
稻
呼
で
あ
る
。
中

に
も
大
成
寺
ご
あ
る
は
「
大
．
．
成
ル
寺
」
ご
古
い
本
に
あ
っ
π

の
を
、
逡
実
名
が
除
か
れ
て
寺
．
號
の
や
う
に
誤
解
さ
れ
把

の
で
あ
る
。
こ
の
筆
法
は
古
い
記
録
に
は
ざ
ら
に
多
い
の

で
、
例
へ
ば
當
代
記
に
「
悪
天
漣
師
匠
嘉
し
だ
の
西
京
寺
」

だ
の
こ
見
ぬ
て
る
る
も
の
、
一
は
伸
天
連
師
匠
即
ち
宣
敷

師
の
住
寺
の
意
昧
、
他
は
西
の
京
の
寺
こ
い
ふ
意
に
外
な

　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
ぬ
。
天
主
寺
ご
あ
る
の
な
ご
は
天
圭
の
寺
の
汎
聡
で
め

つ
て
、
亦
賜
与
で
は
な
い
。
要
す
る
に
布
敷
當
時
に
あ
っ

て
は
、
信
徒
の
聞
に
は
、
宣
敷
師
の
定
め
た
洋
名
の
寺
號

が
遜
潔
し
忙
に
相
歪
な
い
が
、
一
般
世
聞
に
は
傳
は
ら
参



又
他
か
ら
立
雛
に
目
本
風
の
名
爵
を
賦
與
し
な
か
つ
に
ら

し
い
○
但
し
日
本
西
越
南
の
根
本
地
で
あ
っ
た
長
崎
に
は

サ
ン
㊨
ジ
ユ
ア
ソ
（
ω
〔
；
浅
し
竃
こ
タ
ウ
ド
ノ
サ
ン
タ
（
ト
7
3

ス
南
”
ス
霞
ヴ
ン
ト
ス
↓
鼠
窪
一
峯
自
ら
磐
δ
凱
の
設
｝
等
の
欧

名
が
残
っ
て
み
だ
が
、
京
都
の
ノ
ツ
君
セ
ニ
葺
ー
ラ
寺
（

乞
。
貌
簿
も
G
c
噌
δ
舜
）
や
ツ
ン
＠
ミ
ゲ
嵜
ル
寺
（
“
嚇
諺
ン
、
ご
σ
。
【
こ
）
は

本
邦
の
蓉
記
に
は
全
く
傳
・
は
ら
な
い
。

　
さ
て
我
國
の
蕾
記
に
は
前
述
の
如
く
軍
に
寺
、
寺
院
，

ご
あ
る
か
然
ら
ず
ん
ば
吉
利
賓
丹
寺
ご
あ
る
の
が
普
遍
．
で

あ
る
が
、
疇
に
は
拉
丁
語
の
。
8
す
㌶
或
は
術
萄
牙
語
の

凶
σ
q
憎
。
冒
な
ご
ご
あ
る
へ
「
ゑ
け
れ
ん
じ
ゃ
」
－
い
き
り
ん
じ
や
」

ご
呼
び
又
は
之
を
日
本
化
し
て
「
ゑ
き
り
ん
毒
し
「
悪
化
連

舎
、
」
な
ご
の
文
字
を
用
ゐ
允
こ
ご
も
あ
る
。
い
つ
れ
に
し

　
　
　
　
　
ユ
グ
リ
　
ス
　
　
　
　
て
ら
　
　
じ
　
る
ん

て
も
彼
れ
の
敷
會
覚
を
ば
寺
、
尋
院
ご
呼
比
し
、
叉
原
名

を
用
み
つ
》
も
二
本
の
寺
ご
同
様
に
見
立
て
＼
ゐ
π
こ
ご

は
普
通
で
あ
る
○
而
し
て
南
蟹
寺
の
名
が
、
歯
跡
こ
し
て

も
汎
騰
こ
し
て
も
共
に
當
時
の
も
の
で
は
な
い
こ
ご
丈
は

　
　
　
第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
京
都
南
聾
寺
興
搬
考

確
か
に
思
ふ
。
然
し
姑
く
こ
、
で
は
天
正
虚
聞
に
興
磨
し

た
所
謂
南
蟹
寺
な
る
も
の
を
始
め
、
慶
長
年
間
に
建
立
殿

焼
さ
れ
た
耶
蘇
敷
四
書
や
南
愛
寺
ご
呼
び
、
そ
の
他
永
澱
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
グ
ぜ
ミ
ス

中
な
b
文
轍
中
な
り
に
一
興
一
斗
の
あ
っ
た
敏
會
堂
を
始

　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
ペ
　
レ
　
ヒ

め
、
各
時
代
の
礫
舞
堂
の
こ
ご
に
へ
及
ぶ
こ
ご
で
あ
る
〇

　
　
　
　
　
　
二

　
京
都
に
宣
敷
、
師
が
定
佳
し
て
先
づ
禮
奔
堂
を
設
け
、
尋

い
で
敷
曾
堂
を
建
て
る
や
う
に
な
つ
に
の
は
、
一
五
六
〇

年
、
我
が
永
轍
．
三
年
の
こ
ご
で
あ
っ
て
、
こ
の
最
初
の
師

父
は
ガ
ス
パ
ル
噺
ヅ
イ
レ
ラ
（
9
や
真
ノ
、
…
包
9
）
で
あ
っ
た
。

そ
の
入
洛
は
右
の
前
年
の
末
で
あ
る
か
ら
．
嘗
て
瀬
踏
み

に
満
て
直
に
引
回
し
陀
シ
ヤ
ヅ
イ
エ
ル
聖
人
の
入
洛
し
だ

一
五
五
一
年
の
天
文
二
十
年
か
ら
は
九
年
後
で
あ
る
。
こ

の
問
に
導
戸
由
口
府
内
博
多
な
ざ
に
は
寺
院
の
建
立
も
あ

っ
沈
の
で
あ
る
。
か
く
て
京
都
に
設
立
さ
れ
た
最
初
の
吉

　
　
も
ど

利
支
丹
寺
は
翌
年
永
豫
四
年
に
｛
時
塵
絶
し
、
更
に
そ
の

璽
年
に
復
興
さ
れ
、
爾
來
三
年
聞
打
若
き
、
永
蔽
七
八
年

　
　
　
　
　
　
第
】
二
選
　
　
　
　
　
一
九
　
　
（
一
二
山
ハ
一
）
　
」



第
三
魯
　
研
究
　
京
都
南
輝
壽
興
腱
考

の
交
に
は
新
に
ル
イ
ス
⑳
ソ
ロ
イ
ス
ピ
気
。
。
周
乙
＄
も
來
任

し
頗
る
盛
況
を
呈
し
全
労
の
耶
寺
中
で
最
も
繁
榮
で
あ
っ

セ
ご
報
ぜ
ら
れ
る
・
時
め
い
た
三
好
松
永
二
氏
が
野
寺
に

詣
っ
た
こ
の
こ
ご
で
魯
具
画
師
が
悦
ん
だ
の
も
、
ヴ
イ
レ
う

ご
フ
ワ
ィ
ス
ご
が
將
軍
義
輝
に
謁
す
る
π
め
仰
々
し
げ
な

行
列
で
練
っ
て
い
つ
に
の
も
、
そ
の
歳
そ
の
寺
で
あ
っ
π

然
る
に
好
事
魔
多
く
二
氏
が
將
軍
殺
鐵
に
ひ
き
つ
“
い
て

京
都
の
掌
編
こ
な
り
、
永
緑
八
、
年
夏
両
師
父
は
そ
の
徒
共

に
堺
に
逃
れ
、
寺
院
は
再
び
熟
慮
に
帰
し
、
其
後
約
四
箇

年
、
京
都
に
は
寺
も
無
く
信
徒
も
離
散
し
π
儘
に
な
っ
て

居
π
o
前
後
通
じ
て
五
六
年
間
存
し
π
三
好
氏
磐
代
の
寺

院
に
つ
い
て
は
特
に
記
す
る
程
の
事
も
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
は
信
長
時
代
で
め
る
。
永
緑
十
二
年
春
信
長

が
再
度
の
入
京
後
、
二
條
城
の
起
工
こ
な
り
、
和
田
憲
政

に
よ
っ
て
堺
か
ら
招
致
さ
れ
だ
師
父
川
イ
ス
。
フ
ロ
イ
ス

が
城
の
工
事
中
信
長
に
謁
見
を
得
調
弦
に
始
め
て
信
長
の

僑
用
ご
保
護
を
受
る
儲
緒
を
得
把
。
日
乗
土
人
こ
の
欄
に

　
　
　
　
　
　
第
一
二
　
號
　
　
　
　
一
轡
○
　
　
（
一
二
山
ハ
ニ
）

宗
論
の
戦
は
さ
れ
陀
の
も
同
じ
時
の
事
で
、
抜
目
な
き
宣

敏
師
が
京
都
に
扁
寺
建
立
の
熟
め
適
當
の
地
所
の
下
附
を

請
う
把
の
も
、
そ
の
時
の
事
で
あ
っ
惣
。
バ
ル
ト
リ
の
日

本
布
敷
史
に
ド
ト
リ
ナ
㊥
ヅ
エ
ル
ダ
デ
イ
ラ
寺
（
眞
激
寺
こ

い
ふ
義
、
U
o
窪
・
9
＜
興
皇
身
凶
弓
ご
ご
あ
る
の
は
そ
の
寺
の

名
で
あ
る
。
こ
の
寺
は
元
穏
年
中
を
纒
て
天
正
元
年
四
月

頃
ま
で
三
四
グ
年
譜
費
し
、
そ
の
間
、
オ
ル
ガ
ン
チ
ー
ノ
②

ニ
エ
ツ
キ
○
憎
σ
q
ρ
三
一
δ
O
－
①
o
。
三
が
元
亀
二
年
に
一
帯
る
一
五

七
一
年
の
初
入
洛
し
て
先
馬
の
川
イ
ス
。
フ
η
イ
ス
を
輔

け
て
布
敷
に
努
め
、
尋
い
で
副
巡
察
カ
ブ
ラ
ル
が
上
京
し

て
將
軍
義
昭
に
謁
し
だ
様
な
事
が
起
つ
把
。
こ
の
ル
イ
ス

は
南
墾
寺
興
慶
記
な
ご
に
見
ね
る
ヤ
リ
イ
ス
で
あ
り
、
オ

川
ガ
ン
チ
ー
ノ
は
叢
記
等
に
所
謂
ウ
川
ガ
ソ
に
當
る
。

　
さ
て
天
正
元
年
信
長
の
京
都
焼
沸
の
時
に
は
、
右
の
寺

院
は
全
く
類
心
し
な
い
ま
で
も
、
殆
ざ
腰
喫
し
π
に
は
蓮

な
か
つ
π
Q
フ
ロ
イ
ス
は
凱
前
に
早
め
寺
の
溢
呉
類
を
取

片
附
け
て
丹
波
の
内
藤
謬
論
の
も
こ
に
籍
し
、
自
ら
も
洛



外
の
村
に
難
を
避
け
π
Q
働
後
は
寺
院
新
築
の
必
要
が
愈

痛
切
に
戚
せ
ら
れ
だ
。
オ
川
ガ
ン
チ
ー
ノ
は
來
任
以
家
厳

ぎ
建
物
に
代
る
べ
き
新
寺
の
建
立
に
継
粗
し
、
遽
に
一
五

♪
u
↓
ハ
年
八
［
月
十
五
目
、
即
ち
天
正
四
年
七
n
四
十
ド
B
を
以

て
落
成
奉
献
の
式
を
睾
げ
る
に
至
っ
抱
細
末
な
ざ
は
、
バ

ル
ト
リ
の
日
本
布
敷
更
に
見
ね
、
既
に
村
上
直
次
郎
氏
も

壁
土
桃
山
時
代
の
重
手
」
（
慧
里
中
に
紹
介
し
て
を

ら
れ
る
通
り
で
あ
る
G
そ
の
位
澱
は
西
更
に
は
不
明
で
め

る
が
、
そ
の
寺
は
本
郵
の
薔
寵
野
乗
に
見
ゆ
る
所
謂
南
蟹

寺
に
外
な
ら
諏
ご
信
ず
る
。
但
し
そ
れ
ら
の
書
物
に
載
っ

て
み
る
記
事
の
一
々
は
直
に
採
用
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ

南
蟹
寺
興
塵
記
に
は
建
立
の
時
代
を
永
隷
こ
し
、
三
蓋
を

四
條
坊
門
こ
し
て
あ
る
が
、
時
代
は
全
く
江
っ
て
る
る
こ

ご
は
明
か
で
あ
る
が
、
位
遣
に
至
っ
て
は
術
攻
究
の
露
地

が
あ
る
ご
思
ふ
。

　
建
立
の
翌
年
な
る
天
正
五
年
に
於
て
オ
ル
強
ン
チ
ー
ノ

の
敷
下
に
あ
る
南
攣
寺
全
盛
の
摸
檬
は
ク
ラ
ツ
セ
の
目
本

　
　
　
第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
京
郁
南
襲
轟
興
籐
考

西
敏
史
等
に
も
見
ね
る
如
く
で
、
叉
今
日
妙
心
寺
の
春
光

院
に
遺
る
古
鐘
の
銘
が
本
年
の
西
紀
一
五
七
七
こ
な
っ
て

み
る
ご
相
鞭
っ
て
首
肯
さ
れ
る
。
宣
敏
師
の
報
告
書
や
布

敷
皮
の
記
載
は
数
字
の
ま
、
丈
章
の
逼
り
に
は
信
用
出
來

鍛
が
、
翻
引
す
れ
ば
大
躰
の
景
況
は
察
せ
ら
れ
る
。
爾
來

信
長
の
保
護
の
下
に
あ
っ
柁
京
畿
地
方
の
基
督
敏
は
、
そ

の
最
梯
期
で
あ
っ
て
、
天
職
六
年
入
紫
紺
九
年
に
於
け
る

信
長
勤
耶
敷
の
始
末
は
、
信
長
記
に
も
散
見
て
る
所
で
め

る
が
、
癒
接
に
南
璽
寺
に
翻
せ
ざ
る
が
故
に
藏
に
は
省
く

こ
ご
に
す
る
。
天
正
九
年
に
は
有
名
な
ブ
リ
ユ
ヤ
ー
二
が

　
　
　
　
　
　
　
セ
ぎ
ナ
せ
オ

京
都
を
巡
適
し
、
修
業
夙
を
安
土
に
設
け
把
や
う
な
事
が

あ
っ
て
、
京
畿
の
布
敷
は
絶
頂
に
達
し
、
爾
蟹
寺
の
盛
観

は
史
上
に
特
筆
さ
れ
て
を
る
。

　
翌
天
正
十
年
六
月
の
本
能
寺
肇
墾
の
際
に
は
、
京
都
の

爾
攣
寺
は
幸
に
三
災
を
受
け
す
に
濟
ん
だ
が
、
安
土
の
修

業
所
は
寺
院
ご
共
に
全
滅
し
、
彼
所
の
生
徒
ざ
も
は
高
槻

京
都
、
ひ
き
つ
W
い
て
は
大
阪
に
移
さ
れ
陀
、
こ
れ
か
ら

第
三
號

二
一
5
（
三
山
ハ
三
）



第
三
巻
　
研
究
　
京
都
南
蟹
福
興
膜
考

は
秀
吉
時
代
で
あ
っ
て

基
督
敏
の
繁
榮
も
一
時

大
阪
に
移
っ
た
。

　
　
三

　
天
正
十
一
年
の
絡
よ

り
大
阪
築
城
が
始
ま
り

程
な
く
吉
利
支
丹
寺
の

建
立
が
高
山
友
鮮
の
壷

力
に
よ
っ
て
成
り
、
翌

・
年
に
は
小
西
行
長
や
小

寺
孝
高
（
黒
田
如
水
）
が

受
洗
し
π
や
う
な
景
氣

で
あ
っ
た
。
こ
、
に
は

例
の
オ
ル
ガ
ン
チ
ー
ノ

も
來
て
る
π
が
．
彼
よ

り
も
寧
ろ
グ
レ
ゴ
ー
リ

ヨ
。
デ
●
セ
ス
ペ
デ
ス
Ω

器
⑳
g
。
．
二
Φ
∩
。
。
・
勺
。
・
蕾

第
三
瀕

し
ノ
と

ニ
ニ
　
，
（
一
二
六
四
）

．
が
圭
な
任
務
を
負
ひ
活

　
動
し
て
み
た
。
南
螢
寺

　
興
廃
…
麗
な
ご
に
所
謂
ケ

も
り
コ
．
琵
に
當
る
宣
敷
師

　
で
あ
る
。
彼
は
大
阪
に

　
　
　
　
セ
ミ
ナ
つ
カ

　
置
か
れ
セ
修
業
所
を
圭

噛
し
て
、
天
正
十
三
年

　
頃
に
は
秀
吉
を
も
こ
、

　
に
迎
へ
把
こ
ご
も
あ
っ

　
た
。
巡
察
師
ガ
ス
パ
ル
．

　
●
コ
イ
リ
ヨ
O
霧
唱
鐸
∩
0

　
6
；
。
が
來
っ
て
大
阪
城
・

　
裡
に
謁
見
し
た
の
は
そ

　
の
翌
年
で
あ
っ
だ
。
か

　
く
て
信
長
渡
後
の
京
都

　
の
南
螢
寺
は
勢
を
大
阪

　
に
奪
は
れ
ざ
る
を
得
な

噛



’

8

・
か
つ
π
Q

　
天
旺
十
五
年
秀
吉
の

西
征
中
、
留
守
の
大
阪

に
は
細
川
忠
興
夫
人
が

前
記
の
ク
ソ
コ
リ
（
グ

レ
ゴ
ー
リ
ヨ
）
に
就
い

て
洗
禮
を
受
け
だ
榛
な

事
が
あ
っ
党
代
り
に
、

博
多
で
は
六
月
十
九
日

．
（
西
紀
一
五
八
七
年
七

月
二
十
五
臼
）
禁
敷
令

を
便
し
て
宣
周
章
の
日

本
退
去
を
命
℃
π
様
な

事
件
が
起
つ
把
。
島
津

氏
征
伐
よ
り
凱
陣
の
蹄

途
の
事
で
あ
る
〇
七
月

十
四
目
大
阪
に
凱
旋
の

　
　
　
第
三
巻
　
　
研
究

京
都
南
轡
寺
興
腰
考

第
三
．
號

　
後
、
数
ケ
月
を
経
て
、

　
多
分
翌
年
の
初
め
あ
た

　
b
で
も
あ
ら
う
が
、
秀

　
吉
は
事
に
因
り
て
京
畿

　
地
方
の
激
會
堂
及
禮
拝

　
堂
二
十
ニ
ケ
所
の
破
壊

　
を
命
じ
把
G
ド
源
因
は
西

　
史
の
記
る
す
が
如
く
果

　
し
て
師
父
等
退
去
延
期

　
の
出
願
を
赫
怒
し
セ
が

　
爲
か
、
或
は
他
に
何
等
・

　
か
の
直
接
源
因
が
あ
っ

　
陀
の
か
不
明
で
み
る
。

　
興
廃
…
記
等
に
見
ね
る
樺
…

　
な
淺
薄
な
理
由
で
は
な

　
く
、
根
本
は
や
は
U
り
禁

　
訓
令
の
精
紳
か
ら
當
然

一
＝
二
　
く
一
二
山
目
頭
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
京
都
南
蟹
寺
興
塵
考

生
じ
だ
結
果
に
は
違
な
い
が
、
直
接
の
源
因
は
未
だ
わ
か

ら
沁
。

　
ご
に
か
く
天
正
十
六
年
（
一
翼
八
八
）
の
菅
垣
に
京
都
の

南
蟹
寺
は
破
壌
さ
れ
π
の
で
、
本
邦
の
野
乗
に
天
正
†
三

年
ご
あ
’
る
の
は
確
に
誤
ご
断
ず
べ
き
で
あ
る
。
さ
れ
ば
京

の
所
謂
南
面
寺
は
天
正
四
年
よ
り
同
十
六
年
ま
で
十
二
年

鈴
り
存
立
し
、
・
そ
の
前
号
期
が
全
区
で
あ
っ
て
、
後
年
期

は
嚢
微
し
つ
．
、
あ
っ
た
こ
患
は
れ
る
、
然
し
破
壊
鼻
後
そ

こ
の
生
徒
や
往
侶
ご
為
鳳
西
國
に
逃
れ
下
り
、
天
草
の
學

稜
に
重
て
敷
三
二
諜
編
纂
出
版
等
の
事
業
を
助
け
て
成
績

を
暴
げ
把
こ
ご
も
あ
る
ら
し
く
、
予
蛮
の
推
測
に
よ
れ
ば

李
家
物
語
及
伊
藤
保
物
語
の
口
課
本
を
訂
し
π
ハ
ビ
ア
ン

、
一
だ
び
は
妙
趣
問
答
書
を
著
暫
し
、
又
翻
っ
て
は
破
提

宇
子
を
撰
し
泥
ハ
ピ
ア
ン
其
人
も
、
元
下
天
正
年
中
京
の

南
攣
寺
に
居
っ
た
類
意
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
り

　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
，
　
　
　
・

　
秀
吉
が
禁
敷
倫
を
弛
め
ば
し
て
も
、
公
然
布
敷
や
建
寺

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
ご
四
・
（
三
六
山
C

を
免
許
し
な
か
っ
元
際
で
あ
る
に
も
拘
ら
す
、
文
緑
三
年

（一

ﾜ
九
四
）
呂
宋
渡
り
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
派
宣
徽
師
等
は

秀
吉
に
乞
ひ
て
京
都
の
廓
外
に
起
て
住
宅
用
の
一
地
を
前

田
含
意
よ
b
輿
へ
ら
れ
た
の
に
動
じ
、
説
敷
集
會
の
禁
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
グ
リ
　
ズ
　
　
の
ク
ロ

を
令
せ
ら
れ
た
の
を
も
無
聾
し
て
、
そ
こ
に
敷
垂
下
ご
儒

書
重
工
を
建
て
讃
経
説
法
を
始
め
る
℃
　
な
大
膿
な

振
舞
を
敢
て
し
紀
、
次
い
で
大
阪
に
も
修
遣
院
を
建
て
元

や
う
な
始
末
で
あ
る
。

　
耶
蘇
曾
派
の
方
の
宜
敷
師
は
機
を
窺
ひ
つ
〉
、
ひ
た
す

ら
諜
愼
の
意
を
表
し
て
み
た
の
で
、
文
祓
年
中
に
は
京
都

に
未
だ
一
書
の
復
興
も
見
な
か
っ
た
。
文
蘇
二
年
、
小
西

行
長
の
老
父
が
京
都
に
没
す
る
時
、
師
オ
ル
ガ
ン
チ
ー
ノ

に
遺
言
し
て
、
京
都
壌
蟹
寺
の
新
建
の
爲
に
多
額
の
金
員

を
喜
捨
し
托
ご
は
報
ぜ
ら
れ
π
が
、
實
行
に
着
手
す
る
や

う
な
無
謀
な
爆
に
は
出
で
な
か
つ
把
．
、
仁
川
ガ
ン
は
京
都

に
居
宅
一
軒
を
借
り
、
密
に
禮
弄
堂
を
設
け
て
み
た
が
、

そ
れ
も
公
然
居
丈
の
許
可
を
得
π
の
は
彼
ご
日
本
語
纏
の



，

ロ
ド
フ
ゲ
ー
ス
こ
の
二
人
の
み
で
、
其
外
二
人
の
師
父
に

は
其
沙
汰
は
な
か
つ
π
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
に
穏
和
に
控

へ
て
る
だ
折
も
折
、
別
派
の
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
ン
連
は
傍
若

無
人
な
の
で
、
オ
川
ガ
ソ
は
同
じ
く
耶
蘇
諸
派
で
あ
る
が

西
班
牙
人
で
あ
る
モ
レ
イ
ジ
ヨ
ン
ご
い
ふ
者
を
使
者
こ
し

て
先
方
に
交
渉
さ
せ
だ
が
、
彼
等
は
中
々
説
敷
を
も
止
め

な
い
、
こ
れ
は
慶
長
元
年
の
こ
ご
で
あ
る
が
、
前
年
に
は

前
田
適
職
か
ら
今
を
下
し
て
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
ン
の
寺
院
の

門
戸
を
閉
鎖
さ
せ
、
本
年
は
玄
以
か
ら
重
ね
て
説
敷
を
止

め
る
や
う
に
論
示
し
π
が
、
頑
固
で
遜
入
れ
な
い
G
途
に

秀
吉
の
怒
を
招
き
、
同
年
末
京
阪
の
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
ン
派

の
師
徒
を
刑
す
べ
き
こ
ご
が
命
せ
ら
れ
彼
等
は
蓬
に
京
都

の
或
地
に
於
て
耳
を
戴
ら
れ
て
長
崎
に
図
さ
れ
て
殺
さ
れ

把
。
こ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
ソ
童
戯
ち
フ
ラ
ヲ
派
の
來
朝
の

こ
ご
は
、
興
廃
…
記
に
も
載
せ
ら
れ
、
殊
に
吉
利
支
丹
物
語

に
は
、
そ
の
重
刑
の
こ
ご
に
も
及
ん
で
み
る
Q
興
旧
記
等

に
見
ね
る
天
正
年
中
の
甫
蟹
寺
の
破
壊
の
條
に
は
、
多
少

第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
京
都
南
墾
寺
興
腰
考

こ
の
フ
ラ
タ
派
捕
繕
西
下
等
に
關
す
る
吏
實
の
分
子
が
混

入
し
て
も
み
る
や
う
で
あ
る
。

　
か
く
て
フ
囁
7
テ
恩
命
刑
の
翌
年
慶
長
三
年
秀
吉
は
他
界

し
、
家
康
の
時
代
こ
な
っ
た
。

　
秀
吉
に
も
家
康
に
も
氣
受
け
の
好
か
っ
た
師
父
ロ
ド
リ

ゲ
ー
ス
は
絶
ぬ
す
布
帝
座
寺
の
免
許
を
得
ん
ご
垂
策
中
℃

あ
っ
托
が
、
慶
長
四
五
年
來
段
々
機
運
が
向
い
て
來
・
π
o

關
ク
原
役
の
後
、
實
権
家
康
の
手
に
翻
す
る
や
」
京
阪
に

先
づ
師
父
の
居
宅
建
設
が
許
可
さ
れ
、
同
九
年
（
一
六
〇

四
年
）
に
至
っ
て
漸
く
京
都
に
敷
曾
堂
の
再
建
が
許
さ
れ

柁
。
そ
れ
は
天
正
十
六
年
の
南
蟹
寺
の
破
壊
か
ら
十
七
年

目
に
な
る
の
で
め
る
。

　
所
司
代
板
倉
勝
重
は
耶
蘇
敷
を
保
護
す
る
政
策
を
取
り

洛
…
中
豊
能
の
爲
に
沓
ハ
を
與
へ
た
こ
云
ふ
こ
ご
が
、
．
西
敷
吏

に
見
ぬ
て
る
る
が
、
全
然
虚
構
で
も
あ
る
ま
い
。
從
來
の

寺
は
下
京
に
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
覚
が
、
冷
度
は
上
京

　
　
　
　
　
　
第
一
二
鞭
撚
　
　
　
　
二
五
　
　
（
一
二
六
七
）



O

　
　
　
第
三
巻
　
研
究
　
京
都
南
螢
崇
興
慶
考

に
地
を
相
し
貴
人
の
邸
宅
に
接
す
る
邊
に
建
立
す
る
こ
ご

に
な
つ
π
ε
て
、
宣
敷
師
は
非
常
に
そ
の
成
功
を
特
筆
し

て
み
る
。
こ
の
蒔
分
は
オ
川
ガ
ン
チ
ー
ノ
ば
既
に
京
都
を

去
っ
て
し
ま
ひ
、
，
（
そ
の
京
畿
薄
濁
は
前
後
三
十
暦
年
に

亘
る
）
モ
レ
ー
ジ
ヨ
ン
ご
い
ふ
師
父
が
長
老
で
あ
っ
陀
○

　
こ
の
新
南
攣
寺
の
旧
債
は
吉
利
支
丹
物
語
規
鯨
帯
に
一

條
油
小
路
に
大
寺
を
建
て
た
こ
あ
る
の
を
始
め
、
耶
蘇
征

伐
記
に
彼
の
寺
の
跡
を
デ
イ
ウ
ス
の
町
ご
云
ひ
、
一
條
の

上
に
在
る
ご
註
し
て
あ
る
■
に
も
符
合
す
る
。
雍
州
府
手

離
に
芽
室
（
大
宇
須
華
）
こ
い
ふ
の
が
一
條
北
油

小
路
ご
堀
河
こ
の
間
に
在
る
由
を
記
載
し
て
を
る
に
も
合

ふ
。
寛
永
年
聞
出
版
さ
れ
だ
最
古
の
洛
中
國
を
始
め
、
慶

安
五
年
瀞
礪
寛
文
年
代
、
素
躍
享
保
時
代
の
地
圖
に
も
「
だ

い
う
す
の
づ
し
し
又
は
「
大
う
す
丁
」
こ
な
っ
て
み
る
の
は

右
の
・
史
籍
地
誌
の
所
載
に
合
致
す
る
。
後
世
に
も
町
名
は

残
り
、
地
圏
に
も
そ
の
名
失
せ
す
、
F
文
政
年
間
、
太
田
錦

城
が
在
洛
申
に
も
之
を
見
聞
し
て
一
條
戻
橋
の
東
北
の
地

　
　
　
　
　
　
第
三
鼎
岬
　
　
　
二
山
ハ
　
（
三
六
八
）

を
羊
歯
寺
の
遺
垣
こ
な
し
、
「
A
■
は
購
家
方
の
屋
敷
こ
な

り
て
片
側
町
な
り
」
ご
記
し
て
あ
る
の
で
も
、
そ
の
傳
説

の
永
く
亡
び
な
か
つ
元
こ
ご
を
徴
す
る
に
足
る
o
r
こ
の
事

は
彼
れ
の
驚
悸
漫
筆
拾
遣
に
幽
て
を
る
の
で
あ
る
が
、
、
著

者
が
右
の
南
壁
寺
を
信
長
時
代
建
立
の
も
の
こ
考
へ
把
の

は
誤
謬
で
あ
る
ゆ

　
こ
の
寺
の
位
渡
に
つ
い
て
は
疑
ふ
べ
き
所
が
な
い
で
は

な
い
◎
慶
長
十
九
年
の
芝
敷
嚴
禽
耶
寺
破
壊
が
め
つ
党
時

に
は
、
右
の
位
選
の
寺
は
最
早
存
じ
な
か
つ
π
様
に
見
ね

る
。
こ
の
事
は
爾
後
段
に
逓
べ
る
こ
ご
、
す
る
。

　
こ
も
か
く
耶
蘇
逸
士
が
上
京
に
南
蟹
寺
を
建
て
把
慶
長

九
年
頃
よ
り
以
後
の
凡
十
年
間
は
京
部
の
耶
激
の
再
興
し

て
隆
盛
に
な
っ
た
時
代
で
あ
る
。
不
被
服
ピ
ア
ン
が
妙
貞

問
答
書
を
著
は
し
て
沸
儒
佛
を
忌
む
て
大
に
耶
敷
を
拗
説

し
だ
の
は
、
慶
長
十
年
で
あ
る
。
そ
の
翌
年
に
は
林
滋
春

が
弟
悟
澄
反
松
永
貞
徳
瀕
を
h
件
う
て
不
干
の
も
こ
に
至
り

妙
貞
問
答
書
を
一
見
し
て
痛
く
耶
蘇
を
排
し
元
こ
ご
が
あ



頓

っ
て
、
欝
藁
難
譲
に
其
趣
を
詳
記
し
て
み
る
。
道

春
は
既
に
慶
長
速
写
、
利
浅
識
が
其
景
趣
礪
懸
紙
計
＠
昨
著

は
し
元
応
圭
實
義
を
蔑
ん
で
斯
．
敷
を
研
究
し
て
み
た
の
で

あ
っ
た
。
道
春
等
ご
不
干
こ
の
癒
饗
も
、
予
の
推
煽
に
て

は
や
は
り
こ
の
新
南
墾
寺
に
於
て
行
は
れ
た
も
の
ご
思
は

れ
る
。

　
同
じ
優
長
十
＝
一
年
頃
よ
り
凡
七
年
聞
師
父
ス
ビ
ノ
ー

う
し
Q
一
）
ぎ
O
㌶
が
滞
京
し
、
京
都
に
ア
カ
デ
ミ
ヤ
を
設
概
し

上
流
の
人
々
の
塞
加
を
得
π
ご
も
い
は
れ
る
。
．
ス
ゼ
ノ
ー

ラ
は
自
身
も
特
に
算
術
に
遽
し
た
相
孫
の
學
潜
で
、
黒
蜜

は
彼
を
支
那
に
於
け
る
利
砺
竃
に
も
比
し
て
居
る
。
利
氏

の
如
き
興
學
事
業
は
遽
げ
な
か
つ
π
が
、
西
洋
文
物
渡
來

史
の
上
に
は
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
旧
事
で
あ
る
Q
モ

ン
ー
ジ
ヨ
ン
及
其
後
任
の
マ
ッ
ト
ス
属
弩
。
㏄
が
京
都
の
學

林
長
の
肩
書
を
以
て
露
座
に
顯
は
れ
、
慶
畏
十
八
年
英
國

の
船
長
セ
ー
．
リ
ス
匂
D
錠
刷
ω
が
關
東
よ
り
の
蹄
途
京
都
に
立

寄
つ
二
時
に
も
耶
蘇
會
徒
の
學
林
の
事
を
記
し
て
み
る
の

第
三
巻
　
研
究
　
．
京
都
南
饗
寺
興
験
考

に
徴
す
る
ご
、
天
正
中
期
の
南
蟹
江
に
縦
し
て
慶
長
時
代

の
新
南
璽
寺
は
學
林
を
も
備
へ
そ
の
繁
榮
優
る
こ
も
劣
ら

訟
有
様
で
あ
っ
π
こ
ご
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
◎

　
　
　
　
　
　
六

　
こ
の
新
南
無
寺
は
其
後
腰
絶
し
た
の
か
、
そ
れ
こ
も
北

野
邊
に
で
も
移
っ
た
の
か
、
確
で
な
い
が
、
慶
長
十
九
年

正
月
十
八
目
大
久
保
相
模
守
が
京
都
の
耶
寺
軽
四
信
徒
庭

刑
に
着
手
し
た
頃
に
は
元
の
位
潰
に
は
立
っ
て
る
な
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
グ

た
O
ク
ラ
ッ
セ
に
由
れ
ば
、
そ
の
時
耶
蘇
曾
師
父
の
一
會

サ
　
ズ
　
シ
ヤ
ペ
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
ゾ
ソ

堂
ざ
艘
前
堂
二
宇
ご
彼
等
の
一
居
宅
ご
を
破
壌
さ
せ
髭
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
グ
リ
　
ズ

あ
る
が
、
．
ハ
ジ
エ
ー
に
は
、
會
堂
を
複
数
に
記
し
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

端
黒
記
に
は
「
俘
天
連
師
匠
寺
巡
、
ニ
ケ
所
、
右
之
内
西
京

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
ラ
　
り
　
ラ
　
　
　
　
　
む
　
つ

」
寺
は
被
焼
瀧
F
、
四
條
町
中
に
有
之
毒
は
厭
類
火
、
コ
ボ
チ

テ
被
火
付
、
御
薩
両
人
は
無
構
家
財
西
國
へ
退
」
ご
あ
っ

て
ニ
グ
寺
和
箕
へ
て
あ
る
。
西
の
京
の
寺
ご
は
、
或
は
前

記
一
條
の
南
攣
寺
の
後
か
ご
も
思
は
れ
る
O
そ
れ
は
鮮
．
慶

第
三
號

二
・
七
　
　
（
三
六
九
）



　
　
　
第
三
管
　
研
究
　
京
都
甫
盤
辮
山
回
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

郷
記
に
，
「
グ
イ
ゥ
ス
門
徒
被
薄
雪
磁
北
野
曝
在
之
寺
ヲ
被

焼
捨
」
ご
見
ぬ
る
の
こ
同
じ
で
あ
ら
う
。
昨
年
西
の
京
最

寄
の
延
命
寺
、
北
野
邊
の
成
顯
寺
か
略
吉
利
支
丹
の
墓
が

登
見
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
皆
慶
長
中
期
の
年
代
の
も
の
で
あ

る
事
柄
ご
参
照
す
る
ご
、
右
の
記
録
に
見
ね
る
一
寺
の
位

置
は
略
推
定
し
得
る
わ
け
で
あ
る
。
太
光
寒
風
日
記
に
も

「
寺
町
し
ご
記
し
て
あ
る
か
ら
、
バ
ジ
エ
ー
の
志
に
複
数
に

な
っ
て
み
る
の
に
符
合
す
る
が
、
ク
ラ
ッ
セ
の
記
事
ご
墾

照
す
る
ご
、
一
は
敷
万
富
で
其
他
は
禮
拝
堂
で
、
こ
れ
ら

を
一
括
し
て
複
数
に
記
る
し
泥
ご
解
し
て
お
い
て
差
支
な

い
。
さ
す
れ
ば
上
京
の
方
の
は
衝
挽
螢
寺
で
、
四
條
の
方
の

　
　
　
ソ
ヤ
ペ
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

ぼ
或
は
縄
拝
堂
か
も
知
れ
ぬ
。

　
南
蟹
寺
逆
意
記
に
信
長
秀
吉
の
時
代
の
寺
院
を
四
條
坊

門
こ
し
て
あ
る
か
ら
、
そ
の
遣
玩
に
家
康
時
代
に
新
寺
を

再
建
し
π
ご
考
へ
ら
れ
澱
の
で
も
な
い
。
慶
長
末
期
の
四

條
町
中
の
寺
ご
あ
る
其
位
置
を
、
必
ず
し
も
四
條
坊
門
ご

あ
る
御
寺
の
そ
れ
ご
一
致
さ
せ
な
い
で
も
よ
い
が
、
興
磨

　
　
　
，
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
ご
八
　
（
三
七
〇
）

記
の
記
事
は
寸
劇
記
等
の
記
録
所
載
の
記
事
を
標
準
こ
し

て
改
修
し
て
考
へ
て
見
璽
る
絵
地
は
あ
る
ご
思
ふ
。
吉
利
支

丹
物
語
に
は
五
條
堀
川
に
大
寺
を
建
て
π
ご
あ
り
、
寛
永

年
代
新
出
．
両
版
の
地
盛
に
は
四
條
堀
川
（
西
）
に
「
大
う
す

丁
」
の
町
名
が
慶
り
、
そ
れ
が
慶
安
五
年
（
承
慮
元
年
）
版

の
圖
ま
で
は
存
じ
て
み
る
。
そ
の
後
出
版
の
分
に
は
「
π

か
す
丁
」
又
は
「
佐
竹
町
」
こ
な
っ
て
み
る
O
地
子
の
四
條

堀
川
ご
物
語
の
五
條
堀
川
ご
は
、
多
分
同
じ
も
の
で
あ
ら

う
。
四
條
坊
門
ご
あ
る
の
も
更
に
勝
下
げ
て
見
る
ご
、
こ

れ
ら
ご
一
致
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
寛
交
五
年
出
版
の
京
雀
巻
二
に
釜
座
至
尊
通
の
高
辻
下

る
断
に
「
だ
い
う
す
町
」
を
標
し
、
秀
吉
が
破
壊
し
だ
南
盤

寺
の
盤
鮎
で
あ
る
榛
に
書
い
て
め
る
。
窓
六
、
五
條
松
原

通
新
町
西
へ
入
る
所
に
あ
る
藪
の
下
町
よ
り
北
へ
上
る
町

を
「
だ
い
う
す
町
」
ご
呼
び
、
秀
吉
時
代
に
は
耶
徒
が
住
ん

で
ゐ
セ
の
を
破
抄
し
π
も
の
こ
あ
る
。
こ
れ
は
蓉
二
所
記

の
高
辻
下
る
の
竪
町
の
分
ご
同
じ
で
あ
る
こ
ご
は
勿
論
で

●



あ
る
が
、
こ
㈱
に
由
れ
ば
、
下
流
螢
寺
の
不
急
は
寧
ろ
此

庭
に
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
か
も
し
れ
ぬ
。
寛
文
版
の
古
圖
に

は
こ
の
町
は
「
き
く
や
町
」
こ
な
っ
て
し
ま
っ
て
み
る
が
、

天
和
心
後
元
豫
享
保
時
代
叉
は
後
世
の
地
話
に
も
「
だ
い

う
す
町
」
の
名
は
永
く
保
存
さ
れ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
之
を
要
す
る
に
心
心
記
の
四
條
坊
門
ご
當
代
記
の
四
滞

留
暑
利
支
丹
物
語
の
謬
瑠
卵
こ
の
三
ケ
所
の
分
ご

　
　
　
や
　
　
　
ロ
　
の
　
　
お
　
　
　
り
　
　
　
　
つ
　
づ
　
つ

京
雀
の
高
辻
松
原
閥
（
五
條
坊
門
）
ご
寛
永
以
後
の
地
圖
に

　
　
　
　
　
　
お
　
の
　
む
　
ゆ

於
け
る
同
所
増
配
條
堀
川
の
分
こ
の
關
係
は
今
日
の
所
決

定
し
か
ね
る
の
で
、
如
上
の
如
く
色
々
の
見
方
を
提
出
し

て
お
い
泥
次
第
で
あ
る
。
四
條
坊
門
を
五
條
坊
門
ご
訂
正

し
て
、
之
を
京
雀
及
古
地
圖
の
所
載
の
高
辻
下
る
町
の
分

ご
一
致
さ
せ
て
、
信
長
及
秀
吉
時
代
の
蕾
内
膳
寺
肚
ご
假

定
し
、
王
條
堀
川
を
四
條
堀
州
ご
訂
正
し
、
四
條
町
中
ご

あ
る
分
ご
一
致
さ
せ
家
康
時
代
の
小
寺
又
は
驚
拝
堂
ご
假

比
し
て
、
之
を
上
京
叉
は
西
京
の
同
代
の
新
南
蟹
寺
ご
封

　
　
　
第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
京
都
南
繋
寺
興
脹
考

立
せ
し
め
て
お
い
て
は
如
何
か
ご
も
思
ふ
。
從
て
萩
薔
南

蟹
寺
の
蓮
鮭
に
潜
る
町
の
名
が
永
く
縛
り
、
其
他
の
一
寺

又
は
一
堂
は
早
く
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
ふ
や
う
に
な
つ
だ
か

も
し
れ
ぬ
○
さ
り
こ
て
町
名
の
残
存
年
代
の
如
何
に
よ
っ

て
其
公
言
を
定
め
る
一
理
由
こ
す
る
の
は
薄
溺
で
あ
る
が

、
以
上
の
ア
イ
デ
ソ
チ
フ
イ
ケ
ー
シ
ヨ
ソ
を
假
即
し
て
か

、
る
ご
、
か
う
も
合
ぜ
考
へ
ら
れ
ま
い
か
ご
附
加
へ
拠
ま

で
や
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
り

　
　
　
　
．
酒
田
三
明

　
叢
に
書
入
苞
る
窺
眞
版
巻
絡
蝶
錨
入
盒
子
は
所
藏
者
名
古
屋
市
堀
江
清
疋

　
氏
が
、
今
春
問
地
に
於
て
野
心
る
暫
ト
し
て
、
決
だ
そ
の
傳
來
ψ
．
知
ろ
能
ほ

　
す
虐
錐
も
、
慶
長
愚
詠
の
吉
利
支
丹
寺
院
所
用
の
も
の
ミ
推
定
琶
ら
る
○

　
外
法
直
径
三
寸
八
分
、
全
高
二
寸
八
分
五
厘
。
蓋
の
癒
に
に
圭
に
照
蘇
曾

　
に
用
ゐ
ら
る
・
目
同
ぢ
の
衣
字
あ
り
，
上
に
＋
字
標
あ
り
，
下
に
釘
さ
し
六
る

　
心
臓
の
象
微
あ
り
、
周
園
に
は
後
光
あ
り
、
京
都
南
繋
寺
湛
鐘
の
表
面
に

　
鋳
出
¢
る
所
£
全
く
異
当
る
既
な
し
）
こ
れ
ら
の
沈
丁
ぼ
螺
鏑
を
嵌
人
・
し

　
て
あ
ら
は
ぜ
リ
。
巻
総
は
既
製
后
し
て
何
等
美
術
的
債
値
な
し
ミ
難
も
、

　
宗
旨
の
器
具
ぜ
」
・
し
て
は
水
虫
初
見
の
珍
品
窪
窪
。
案
ず
る
に
こ
の
器
ぽ
破

第
三
號

ご
九
（
三
七
一
・
）



　
　
第
三
巻
　
　
叢
　
読
　
　
敷
の
語
媛
並
に
構
に
就
て

提
宇
子
に
も
「
提
宇
子
の
寺
に
も
朝
夕
の
動
多
め
っ
て
朝
の
勤
を
ば
ミ
．
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
つ
　
む
　
　
　
せ
　
　
　
　
　
　
つ
　

づ
　

つ
　

つ
　
つ
　
　
ヘ
ノ
　
つ
　

ラ
　
　
り
　

　
ロ
　
つ
　
　
つ

サ
ε
云
て
経
を
讃
む
、
η
ハ
チ
ス
チ
ヤ
、
・
、
て
凶
夢
の
紛
に
て
南
…
蟹
煎
餅
り
蝕

む
　
　
　
　
　
　
　
む

く
電
る
も
の
に
要
丈
夕
嘔
ふ
れ
ば
ゼ
ズ
キ
リ
シ
ト
の
愉
奥
肉
遭
な
る
ε
云
、

第
三
號

ご一

Z
　
（
三
軸
ニ
）

刃
葡
碕
の
酒
を
銀
謡
．
F
つ
ぎ
岡
く
丈
を
唱
ふ
れ
ば
ゼ
ズ
キ
リ
シ
ト
の
翼
撒

ミ
な
る
“
」
撃
て
彼
煎
餅
を
食
ひ
而
て
右
の
酒
を
呑
書
」
に
あ
る
が
如
く
、

　
　
　
　
　
ガ
ス
ナ
や

南
蟹
煎
餅
郡
ち
ぎ
軌
憂
を
藏
め
置
く
所
の
小
箱
に
外
な
ら
ざ
ろ
べ
・
し
（
新

『
村
）

叢

u兄

ジ
キ

敷
の
語
幽
義
血
に
榊
に
就
て

　
本
邦
の
古
代
に
於
て
城
を
キ
ご
回
せ
し
は
從
來
閾
學
者

が
一
般
に
認
容
せ
る
所
に
し
て
特
に
激
騰
を
要
せ
ざ
る
が

如
し
・
冠
僻
考
・
百
敷
乃
の
條
に
・
吉
事
記
灘
毛
々
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
ア
ロ

紀
能
遊
冨
美
夜
拓
盆
波
、
鼠
茶
一
、
百
磯
城
之
大
宮
所
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
シ
ロ
ギ

々
こ
は
皇
大
城
の
墜
き
を
石
に
た
こ
へ
て
百
の
石
城
の
宮

ご
云
ふ
也
、
萬
葉
に
は
借
字
の
多
か
れ
ざ
右
の
百
磯
城
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
キ
ノ
ミ
ヅ
が
キ

正
し
く
書
き
し
物
也
、
崇
皇
紀
に
磯
堅
城
紳
籠
ご
有
ル
に
、

農
學
士
r

清
水
元
太
郡

意
も
字
さ
へ
同
じ
か
れ
ば
也
、
石
を
志
こ
の
み
云
は
、
穴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
．
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

石
明
石
磯
城
の
類
な
り
、
城
を
紀
こ
い
ふ
は
古
き
語
に
τ

謬
超
慰
罫
撃
麺
ご
記
し
・
記
傳
射
九
憩
蕪

膨　
の
一
句
、
宇
陀
能
多
加
紀
爾
の
條
に
、
多
加
紀
爾
は
契

　
ヘ
　
　
へ

沖
高
城
に
な
り
ご
云
へ
る
然
な
り
、
紀
ご
は
必
ず
し
も
後

世
の
城
の
如
く
し
把
、
か
な
ら
ね
．
ε
も
、
か
り
そ
め
に
垣

結
ひ
廻
ら
し
構
へ
た
る
所
な
ご
も
云
な
り
、
高
沸
宮
段
歌

．
督


